


























































































回数 綿 ポリエステル アクリル
１０ Ｎ Ｌ Ｎ




回数 綿 ポリエステル アクリル
１０ Ｎ Ｎ－Ｌ Ｌ
２０ Ｌ Ｌ Ｍ
３０ Ｌ Ｎ－Ｌ Ｍ
４０ Ｎ Ｎ Ｌ
５０ Ｎ Ｎ Ｍ
６０ Ｎ Ｎ Ｍ
７０ Ｌ Ｎ Ｌ
８０ Ｎ Ｎ Ｍ
９０ Ｎ Ｎ Ｌ
１００ Ｎ Ｎ Ｌ
１１０ Ｌ 糸切れ Ｌ
１２０ Ｌ Ｌ
１３０ Ｎ－Ｌ Ｌ
１４０ Ｎ Ｌ
１５０ Ｎ 糸切れ
５００ Ｎ
－１６－
４．おわりに
永原によれば、「畿内および東海の中核的な二つの綿
業地帯は、すでに江戸前期のうちにその骨格を形成し、
商品化のための流通組織もすでに整備されつつあった。
理論的に考えて、生産力的に優越した主産地が形成され、
そこにおける生産物の商品化が進展すれば、経済構造の
全体として、社会的・地域的分業も進行するであろう。
江戸前期における畿内・東海二大産地の形成を梃子とし
て、江戸時代の経済社会は中世経済社会とは基本的な性
格を異にする段階に入ったことは、その点でも明らかで
ある。」としている。また、「それらの地帯から供給され
る白木綿は、その性質上武士・民衆に共通する肌着類と
して、縞木綿の類は都市民衆の表着類として広大な市場
をもった。農民の場合、新しい木綿織物を直接購入でき
るのはかぎられた地主的階層にとどまり、大半の人々は
自給生産、すなわち木綿栽培から紡糸・織布に至るまで
を自家で行う形以外は、せいぜい「古手（ふるて）」と
よばれる古着を購入し、そのまま用いたり、生地を細か
く裂いて、それを糸がわりに用いて織る厚手の布地（日
常の帯などは多くこのような形で作った）を使うのが普
通であった。「古手」は江戸時代の農村向商品の代表的
なものの一つであり、東北地方の寒冷地の貧しさの中で
は、明治以降でも農民は古手以外を着たことがないとい
う話は、各地で聞いた。」と述べ、民衆衣料としての木
綿について明らかにしている７）。
以上のような歴史的背景を受けて、布を裂いて簡易織
機で裂織布を作製した。裂織布の特性を検討した結果、
元の布に比べかなり厚くなるが、保温性に優れ、耐磨耗
性のある丈夫な布となることが確認された。また、通気
性は寒冷下での風のある時の保温性に影響するとされて
いる８）ことから、裂織布の通気性は低下し、防寒をかね
た仕事着や野良着に利用されたことを裏付けるものであ
る。
一方、繊維総排出量１７１万２千トンに対して、古着と
して再利用、反毛原料として再利用、ウエス原料として
再利用、産業廃棄物の再利用の合計は、１６万２千トンと
推定され、再商品化率は９．５％とされている８）。繊維製
品のレデュースに関する消費者の理解の増進が不可欠で
あるが、リユースを考える上での参考になることを期待
する。
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